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第 4章　本格調査の基本方針・内容

4－1 調査の目的

（1）ムシ川流域における総合的な流域水管理計画を策定する。

（2）本件調査を通じ、先方カウンターパート機関に対する技術移転を行う。

4－2 調査対象地域

本件調査の調査対象地域は、ムシ川総流域とする（添付参照）。

4－3 調査項目と内容

（1）既存資料・情報の収集、分析

事前調査団が収集した関連資料及び情報を分析し、以下の準備作業を行う。

① 現地調査での各分野の作業内容や重点項目の抽出及び把握

② 計画策定のために必要な資料及び情報のリストアップ

③ 現地で追加収集が必要な資料及び情報に関する質問表の作成

④ 現地調査の初期段階において確認しておくべき事項の整理　　等

（2）調査基本方針・調査方法等の検討

前項「（1）既存資料・情報の収集、分析」に基づき、計画に必要なデータ類やその精度を整

理、調査基本方針を検討、調査計画・手法の詳細を決定する。

（3）インセプション・レポートの作成

調査の基本方針、調査方法、工程、手順、技術移転内容等を記載したインセプション・レ

ポートを作成する。

（4）関連資料・情報の収集・分析

① 関連資料・情報の収集・分析

事前調査で収集した資料他、以下の資料・情報を収集・分析する。

－自然概況（気象、水文、地形、地質、土壌、土地利用、水利用等）

－社会・経済状況（公害、工業、社会構造施設、経済状況等）

－水資源管理の関連法制度

－水資源開発・管理に係る関連機関の行政・組織
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－関連開発計画及び政策

－既存洪水防御・排水・水上交通・流域保全に係る関連調査・計画

－既存洪水防御・水上交通・浸食防御・排水施設

－環境関連資料・情報等

－浸水・洪水被害関連資料・情報等

②　インベントリー調査

以下の事項について関係機関等から資料収集する。本調査の実施に対しての現地業者へ

再委託を行う。

－気象・水文／地形・地質資料

－ムシ川流域に係る既存航空写真、地形図（S＝1/1,000,000、1/500,000、1/250,000、1/50,000、

1/25,000、1/10,000）、既存地質図（S＝ 1/500,000、1/1,000,000）

－パレンバン市及び周辺地域の幹線道路及び 1次排水路の縦断・横断測量　＜総延長：

200km、横断測量間隔：200m、幅：縦断線両側各 30m＞、測量結果はパレンバン市街

地図（1/10,000）にプロット。ただし、市街地図の原図1/25,000から 1/10,000拡大。なお、

本調査の実施に対しては、現地再委託を可とする。

（5）現況把握及び既存計画の検討

流域の現況を把握、関連既存計画について下記事項を検討する。特に流域の水資源計画・

管理についての水資源関連法の施行状況、水資源管理組織の活動実態等、組織・制度に関す

る事項や他ドナーの動向を調査する。さらに、流域の利水、治水、環境に関して評価、水資

源開発・管理の課題を抽出する。

① 河川現況

② パレンバン市及び市周辺地域の排水を含む洪水対策

③ 水上交通

④ ムシ川の浚渫状況

⑤ 浸食、堆砂、流域保全状況

⑥ 水利用状況

⑦ 土地利用状況

⑧ 水資源管理に係る組織

⑨ 水資源管理に係る法・制度

⑩ 既存関連計画のレビュー
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（6）現地踏査

項目2）資料・情報の収集・分析、及び項目3）現況把握及び既存計画の検討を踏まえた次の

項目について現地踏査を行う。

① 河川現況

② 流域保全現況

③ 土地利用状況

④ 水利用状況

⑤ 水上交通

⑥ 河川施設現況

（7）収集資料の分析

収集した資料について下記事項について具体的に詳細分析する。

① パレンバン市の洪水防御・排水

② ムシ川の浸食防御・流域保全

③ 流出解析・洪水氾濫被害解析

④ 水収支解析

⑤ 水関連事項のレビュー・評価（灌漑、湿地開発を含む）

（8）ムシ川流域総合水管理計画マスタープランの基本方針策定

① マスタープランの基本方針策定の基本条件の設定として、社会経済フレームを設定する。

関係各機関とも協議・調整のうえ、ムシ川流域における目標年次を設定、社会経済フレー

ムを設定する。根拠（計画・資料等）に基づいたフレームを設定する。

② 水資源の持続的利用及び水に起因する災害の効果的な防御を目的とした基本政策の予備

検討を行う。ステアリング・コミッティメンバー、ドナー等と協議、目標年次を設定した

具体的な戦略の予備的検討を行う。

③ 流域水資源開発・管理・保全区域のゾーニングクライテリアを設定。設定に際しては、本

調査管理委員会（Steering Committee）及び国家開発計画庁（BAPPENAS）の土地利用・管理・

環境課（Directorate for Spatial Planning, Land Management and Environment）等、関係機関と協

議、調整する。

④ 戦略・基本方針の検討項目について、関係者との協議により決定する。

（9）ムシ川流域総合水管理計画マスタープランの策定

水資源開発及び水管理の観点からのマスタープランについて以下の事項を検討する。
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① 水資源開発計画

施設計画をリストアップ、検討し、各プロジェクトの評価を行う。

② 水資源管理計画

流域保全計画（森林保全、排水規制等の問題点の抽出）、流域水資源開発・管理・保全

区域の基本的ゾーニング、水質モニタリング計画（塩水害実態評価、水質モニタリング方

法の提案等）及び維持流量計画。ただし、水質モニタリングについては南スマトラ州環境

管理局（BAPPEDALDA）が実施しているので、その手法と整合させることを前提とする。

（10）優先実施事業の選定

項目（7）ムシ川流域総合水管理計画マスタープランの策定に基づき、選定基準を設定、緊

急・優先実施プロジェクトのプレ・フィージビリティレベルで選定する。

（11）事業実施計画の策定

各事業の優先順位に基づいた事業実施計画を策定する。

（12）事業費概算

優先事業に対し、事業完成後の各年の施設維持・管理費も含め、工事予算額を見積る。

（13）初期環境評価

収集した資料や既存の調査結果をもとに現地踏査を行い、優先事業対象地の自然環境及び

社会環境の一般問題をスクリーニングする。優先事業の実施計画の範囲内で、環境及び社会

影響のスコーピングを実施する。優先事業の現段階で想定される調査項目は以下のとおり。

調査実施に際しては、インドネシア国関連法規・規制及び JICAの環境配慮ガイドラインを参

照する。環境調査に関して、具体的な調査項目をプロポーザルで提案する。

① 水上交通

② 水利権・漁業権

③ 保健衛生状況

④ 関連地域の産業・開発計画

⑤ 貴重な文化遺産

⑥ 浸食・堆積地の状況

⑦ 人口動態・住民背景（移民・少数民族を含む）

⑧ 対象地域内の貴重な動植物

⑨ 河川の水質
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⑩ その他

（14）事業評価

優先実施事業に対しての以下事項を包含した総合評価を行う。

① 技術評価

② 経済評価

③ 社会評価

（15）技術移転

技術移転は以下の事項・段階において行うことを想定するが、その他の実施する事項はイ

ンセプション・レポートに詳細に記述する。

① インセプション・レポートの提出・説明・協議後にセミナーを開催し、この内容につ

いて説明する。

② プログレス・レポート提出・説明・協議後にセミナーを開催し、この内容について説

明する。

③ インテリム・レポートの提出・説明・協議後にセミナーを開催し、この内容について

説明する。

④ ドラフトファイナル・レポートの提出・説明・協議後にセミナーを開催し、この内容

について説明する。

⑤ 調査団現地作業開始から終了まで、各段階で実施する作業を通して技術移転を行う。

（16）パブリック・コンサルテーション

本件調査に際しては、流域におけるステークホルダーに対する説明機会をもつことが、イ

ンドネシア側から強く要求されている。下記の 2項について、実施する範囲や内容の提案を

プロポーザルに詳細に記述する。

① 項目（15）技術移転に関するセミナーのうち、①インセプション・レポート時及び④ド

ラフトファイナル時のセミナーは、技術移転とともに、関係行政機関、主たる地方行政

区域の住民代表、産業界代表者、大学等の専門家、NGO、マスメディア、他ドナー等を

招いた計画説明の機会とすることを想定する。説明は、水資源局及び南スマトラ州の計

画担当者が行うものとするが、調査団は開催計画、ロジスティックス、技術的説明等で

支援を行う。

② また、技術報告書とは別に、本調査の計画に対する議会や住民等の理解を促進するた

めに、広報資料の作成、配布又は公開する。



- 51 -

4－4 調査工程

調査は、インドネシア国内における現地調査と日本国内で行われる解析作業で構成され、全体

で 15か月とする。全体調査工程は次のとおりである。

平成 14年度 平成 15年度
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

国内作業

現地調査

報 告 書 IC/R P/R IT/R DF/R F/R

Note： IC/R ：Inception Report

P/R ：Progress Report

IT/R ：Interim Report

DF/R：Draft Final Report

F/R ：Final Report

4－5 調査報告書

次の報告書を作成し、JICAの承認を受けた後、インドネシア政府側に提出して説明・協議を行

う。

（1）インセプション・レポート

英文 20部　調査開始後 1か月以内に提出

（2）プログレス・レポート

英文 20部　調査開始後 3か月以内に提出

（3）インテリム・レポート

英文 20部　調査開始後 7.5か月以内に提出

（4）ドラフト・ファイナル・レポート

英文 20部　調査開始後 13か月以内に提出

インドネシア側は当報告書を受領して 1か月以内にコメントを JICAに提出する。

（5）ファイナル・レポート

英文50部　ドラフト・ファイナル・レポートに対するインドネシア政府側のコメントを得

てから 2か月以内にコメントを検討し、これを踏まえて作成し提出する。
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4－6 調査団構成

調査団は以下の分野により構成される。

（1）総括／流域管理

（2）副総括／利水

（3）水文／流出解析

（4）治水・都市排水

（5）水質管理

（6）港湾・舟運

（7）社会環境配慮

（8）自然環境

（9）社会経済分析

（10）土地利用計画

4－7 調査実施上の留意点

（1）他ドナーとのコーディネーション

現在、本調査に関連した調査に対して国際金融機関、各国のドナーが存在する。本調査の

実施に際して、インドネシアの関係機関のみならず、これらのドナーと協議し、ドナーの動

向を把握するとともに、情報交換・データ共有等、積極的に連携を進めることが重要かつ必

要である。連携を進めるための適切な枠組みを、具体的かつ詳細に提案すること。

（2）M/Pの概念

単なる既存資料の寄せ集めとせず、Strategy Planの概念、すなわち社会環境・産業構造の変

化及び経済効果等をも視野に入れた持続可能な計画とする。現地調査においては、インドネ

シア政府側との具体的な協議が必要である。

（3）流域総合水管理

下流域の都市のスプロール化及び緊急性を勘案すると、河道のみならず流域総合水管理と

しての施設計画、流域の開発規制等についても検討対象として、事業実施の可能性を含め、

M/Pの中で提言する必要がある。

（4）都市排水（下水）計画との整合性

当該地域とりわけパレンバン市の治水計画については、都市排水（下水）との整合性が不可

欠であり、既往計画把握が必要である。
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（5）物流及び舟運システムの的確な把握

南スマトラ地域の物流を的確に把握し、その運搬システムを設定するには、本調査の目的

である流域総合水管理を検討するうえでの前提条件の1項目となるものである。したがって、

インドネシア政府の関係機関のみならず、物流に関係する民間企業からも情報収集するよう

留意する必要がある。

（6）事業化の資金めど

本調査に関する事業の資金めどについては、先方との協議においては明確な回答を得てい

ないので、本調査の段階にインドネシア側の意向を十分に確認し、事業規模、想定される資

金源及び資金調達のめど等を予備検討する必要がある。

（7）環境NGO等への適切な対応

調査対象地域の開発促進・規制・改善は地域住民から強く期待されているが、一方自然環

境保護等の観点からも注目されており、環境NGOやメディア等への適切な対応が必要であ

る。

（8）技術移転

インドネシア側は、本調査において計画策定プロセス及び策定手法、その他の事項につい

て、調査過程、プレゼンテーション、ワークショップ等を通じての技術移転を要望してくる。

この要望に対して、技術移転の具体的な方針、方法を提案すること。





付　属　資　料

1.　インドネシア政府要請書

2.　SCOPE OF WORKS

3.　MINUTES OF MEETING

4.　収集資料リスト

5.　主要面談者リスト

6.　QUESTIONNAIRE & ANSWERES

7.　ローカルコンサルタント
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